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敦
煌
写
本
は
な
ぜ
蔵
経
洞
に
封
蔵
さ
れ
た
の
か 

 

蔵
経
洞
が
封
蔵
さ
れ
た
理
由
に
つ
い
て
は
、「
避
難
説
」
と
「
廃
棄
説
」
の
二
説
が
あ
る
。「
避
難
説
」
は
フ
ラ
ン
ス

の
研
究
者
ペ
リ
オ
が
唱
え
た
も
の
で
、異
教
徒
か
ら
貴
重
な
仏
教
経
典
を
守
る
た
め
に
封
蔵
さ
れ
た
と
い
う
説
で
あ
る
。

ペ
リ
オ
は
そ
の
原
因
と
し
て
、
こ
の
地
が
一
〇
三
五
年
頃
、
タ
ン
グ
ー
ト
族
の
西
夏
の
攻
撃
を
受
け
、
そ
の
支
配
下
に

入
っ
た
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
井
上
靖
の
小
説
『
敦
煌
』
の
モ
チ
ー
フ
に
も
な
っ
た
説
だ
が
、
仏
教
を
信
奉
し
て
い
た

西
夏
か
ら
仏
教
経
典
を
守
る
と
い
う
の
は
お
か
し
い
と
し
て
、
今
日
で
は
十
一
世
紀
初
頭
に
仏
教
国
・
于
闐
国
を
滅
ぼ

し
た
、
イ
ス
ラ
ム
教
国
・
カ
ラ
ハ
ン
朝
の
脅
威
を
原
因
と
考
え
る
研
究
者
が
多
い
。 

こ
れ
に
対
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
探
検
家
ス
タ
イ
ン
が
唱
え
た
の
が
「
廃
棄
説
」
で
あ
る
。
ス
タ
イ
ン
は
一
九
二
一
年

に
出
版
し
た
第
二
次
中
央
ア
ジ
ア
探
検(

一
九
〇
六
～
八
年)

の
報
告
書
の
中
で
、
蔵
経
洞
は
不
用
と
な
っ
た
仏
教
経
典

な
ど
を
納
め
た
「
神
聖
な
不
用
品
の
貯
蔵
庫
」
で
あ
る
と
い
う
新
し
い
考
え
を
示
し
た
。
こ
の
説
は
、
敦
煌
写
本
『
啓

顔
録
』
が
な
ぜ
蔵
経
洞
に
入
れ
ら
れ
た
の
か
を
解
く
鍵
に
な
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
少
し
詳
し
く
見
て
み
た
い
。 

 

（
蔵
経
洞
か
ら
発
見
さ
れ
た
）
＊

大
量
の
文
書
の
中
か
ら
は
、
一
〇
三
四
年
か
ら
三
七
年
の
間
に
敦
煌
を
征
服

し
、
そ
の
後
二
百
年
近
く
こ
の
地
を
支
配
し
た
西
夏
王
朝
あ
る
い
は
タ
ン
グ
ー
ト
王
朝
の
創
始
者
（
李
元
昊
）
が

制
定
し
た
あ
の
奇
妙
な
文
字
（
西
夏
文
字
）
は
ま
っ
た
く
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
洞
窟
の
壁
画
に
は
、
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数
百
字
の
漢
字
の
ほ
か
に
、
い
く
つ
か
の
西
夏
文
字
が
チ
ベ
ッ
ト
文
字
や
モ
ン
ゴ
ル
文
字
、
ウ
ィ
グ
ル
文
字
と
と

も
に
ズ
グ
ラ
ッ
フ
ィ
ー
ト
の
よ
う
に
漆
喰
の
上
に
書
き
刻
ま
れ
て
い
る
の
が
見
え
た
。
と
な
る
と
、
自
然
考
え
ら

れ
る
こ
と
は
、こ
の
小
さ
な
礼
拝
堂
は
、た
と
え
ば
タ
ン
グ
ー
ト
族
な
ど
の
破
壊
的
な
侵
攻
が
原
因
で
封
印
さ
れ
、

そ
の
後
、
完
全
に
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
密
封
さ
れ
た

穴
倉
か
ら
は
、
も
と
も
と
寺
廟
や
僧
院
で
神
聖
な
も
の
と
し
て
使
用
さ
れ
、
不
用
と
な
っ
た
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
も

の
を
貯
蔵
す
る
場
所
と
し
て
使
わ
れ
て
い
こ
と
を
示
す
証
拠
も
見
つ
か
っ
て
い
る
。
な
か
で
も
特
筆
す
べ
き
な
の

は
、
明
ら
か
に
経
典
の
端
切
れ
と
見
ら
れ
る
漢
字
を
記
し
た
紙
切
れ
を
、
丁
寧
に
包
ん
で
縫
い
上
げ
た
多
く
の
小

さ
な
布
袋
で
あ
る
。
中
国
の
人
々
は
、
い
ま
で
も
文
字
の
書
か
れ
た
紙
が
床
や
道
に
落
ち
て
い
る
と
、
拾
っ
て
焚

き
上
げ
の
儀
式
を
行
う
習
慣
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
明
ら
か
に
そ
れ
と
同
じ
俗
信
か
ら
集
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
① 

＊
（ 

）
内
は
い
ず
れ
も
引
用
者 

  

ス
タ
イ
ン
の
い
う
「
文
字
の
書
か
れ
た
紙
が
床
や
道
に
落
ち
て
い
る
と
、
拾
っ
て
焚
き
上
げ
の
儀
式
を
行
う
習
慣
」

と
は
「
敬
惜
字
紙
」
の
習
慣
を
指
す
。
中
国
で
は
古
来
、
文
字
の
書
か
れ
た
紙
を
粗
末
に
す
る
と
罰
が
当
た
り
、
逆
に

こ
れ
を
大
切
に
す
る
と
善
報
が
あ
る
と
い
う
俗
信
が
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
南
宋
の
洪
邁
が
著
し
た
『
夷
堅
志
』
に
は
、
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経
典
を
粗
末
に
扱
っ
た
た
め
に
、
悲
惨
な
死
を
と
げ
た
人
の
話
が
記
さ
れ
て
い
る
。
① 

 

 
分
寧
県
の
兜
率
寺
に
張
天
覚
が
著
し
た
『
円
覚
経
』
が
あ
っ
た
。
兵
火
の
後
、
近
く
に
住
む
黄
と
い
う
人
が
そ

れ
を
手
に
入
れ
た
。
寺
の
僧
が
こ
れ
を
返
す
よ
う
頼
ん
だ
が
、
同
意
し
な
か
っ
た
。
黄
は
愚
か
な
人
だ
っ
た
の
で
、

そ
れ
が
尊
い
も
の
で
あ
る
と
も
知
ら
ず
、
紙
が
丈
夫
だ
っ
た
の
で
、
バ
ラ
バ
ラ
に
し
て
寝
台
の
敷
物
に
し
た
。
し

ば
ら
く
す
る
と
、
ら
い
病
に
か
か
り
、
体
を
腐
ら
せ
て
苦
し
ん
だ
あ
げ
く
、
数
年
後
に
死
ん
だ
。 

  

こ
れ
と
は
対
照
的
に
、
明
の
郎
瑛
が
著
し
た
『
七
修
類
稿
』
に
は
、「
敬
惜
字
紙
」
の
善
行
に
よ
り
、
優
秀
な
息
子
を

授
か
っ
た
と
い
う
人
の
話
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
②

。 

 

 

宋
の
王
沂
公
（
王
曽
）
＊

の
父
は
、
文
字
が
書
か
れ
た
紙
が
落
ち
て
い
る
の
を
見
る
と
、
必
ず
拾
っ
て
、
香
り

を
つ
け
た
お
湯
で
洗
い
、
燃
や
し
て
い
た
。
あ
る
夜
の
こ
と
、
夢
に
孔
子
が
現
れ
、
彼
の
背
を
叩
い
て
こ
う
言
っ

た
。「
お
前
は
（
儒
教
の
）
文
字
が
書
か
れ
た
紙
を
、
な
ぜ
そ
ん
な
に
大
切
に
し
て
く
れ
る
の
か
。
お
前
が
高
齢
で

立
身
出
世
を
望
め
な
い
の
は
残
念
だ
が
、
後
日
、（
弟
子
の
）
曽
参
を
お
前
に
家
に
転
生
さ
せ
、
一
族
を
繁
栄
さ
せ

て
や
ろ
う
。」
し
ば
ら
く
す
る
と
、
夢
の
お
告
げ
の
と
お
り
に
男
の
子
が
生
ま
れ
た
の
で
、（
曽
参
に
ち
な
ん
で
）

                                        

          

 

①
（
宋
）
洪
邁
『
夷
堅
志
』
夷
堅
支
甲
巻
第
六
・
兜
率
寺
経 

②
（
明
）
郎
瑛
『
七
修
類
稿
』
巻
四
十
九
奇
謔
類
「
王
沂
公
生
」 

 



4 

 

曽
と
名
づ
け
た
。
す
る
と
や
は
り
夢
の
お
告
げ
の
と
お
り
に
科
挙
に
一
番
で
合
格
し
た
。 

＊
（ 

）
の
中
は
い
ず
れ
も
引
用
者 

 

こ
こ
に
登
場
す
る
王
沂
公
（
王
曽
）
と
は
、
北
宋
の
咸
平
年
間
、
科
挙
の
三
段
階
の
本
試
験
（
解
試
・
省
試
・
殿
試
）

に
す
べ
て
首
席
で
及
第
し
、
後
に
宰
相
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。 

 

ス
タ
イ
ン
が
中
国
を
訪
ね
た
こ
ろ
、
こ
う
し
た
「
敬
惜
字
紙
」
の
習
慣
は
各
地
で
広
く
行
わ
れ
て
い
た
。
ス
タ
イ
ン

の
報
告
書
と
同
年
に
出
版
さ
れ
た
片
岡
巌
の
『
台
湾
風
俗
誌
』
に
も
次
の
よ
う
な
記
事
が
見
ら
れ
る
。 

 

本
島
人
は
老
幼
婦
女
に
至
る
ま
で
一
般
に
文
字
を
尊
重
す
る
慣
習
あ
る
こ
と
は
一
度
び
臺
灣
の
地
に
足
を
入
る

れ
ば
直
に
知
る
を
得
べ
し
、
彼
の
本
島
到
る
處
の
街
庄
に
於
て
人
々
が
醵
金
し
て
一
區
毎
に
一
人
の
老
翁
を
雇
ひ
、

街
巷
に
落
ち
散
れ
る
文
字
あ
る
紙
の
一
切
即
ち
新
聞
紙
、
名
刺
乃
至
廣
告
紙
の
破
れ
紙
等
、
苟
も
文
字
あ
る
も
の

一
切
を
拾
っ
て
籠
に
入
れ
、
廟
前
又
は
街
端
、
巷
角
に
あ
る
所
の
「
字
紙
爐
」、
即
ち
文
字
あ
る
紙
を
燒
く
爲
め
設

け
あ
る
小
亭
狀
の
紙
燒
き
爐
に
入
れ
燒
き
、
其
灰
の
積
み
溜
ま
る
に
從
て
海
中
に
投
し
、
之
れ
に
て
咸
く
清
め
盡

し
た
る
も
の
と
な
す
風
あ
り
、
之
れ
儒
教
崇
拝
よ
り
來
た
る
も
の
な
り
と
云
ふ
。 

  

一
方
、
「
敬
惜
字
紙
」
の
処
分
方
法
は
、「
火
葬
」
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
唐
代
に
は
、
蔵
経
洞
と
同
じ
よ
う
に
土
中

に
封
蔵
す
る
「
土
葬
」
も
行
わ
れ
て
い
た
。
晩
唐
の
劉
蛻
は
、「
破
天
荒
」
の
故
事
―
―
「
天
荒
」
（
文
運
不
毛
の
地
）
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と
呼
ば
れ
た
荆
州
か
ら
初
め
て
進
士
に
及
第
し
、「
破
天
荒
」
と
称
え
ら
れ
た
―
―
で
知
ら
れ
る
人
物
だ
が
、
彼
は
唐
の

大
中
初
年
（
八
四
七
～
八
年
）、
梓
州
の
兜
率
寺
に
十
五
年
の
受
験
勉
強
の
間
に
溜
ま
っ
た
廃
紙
二
七
八
〇
枚
を
埋
め
、

そ
こ
に
「
文
塚
」
を
建
立
し
て
い
る
①

。 

 

こ
う
し
た
「
敬
惜
字
紙
」
の
習
慣
に
着
目
し
た
ス
タ
イ
ン
は
、
蔵
経
洞
か
ら
発
見
さ
れ
た
文
書
の
多
く
が
、
経
典
の

残
巻
や
反
古
で
あ
る
理
由
を
「
廃
棄
説
」
に
よ
っ
て
説
明
し
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
ス
タ
イ
ン
自
身
は
後
年
、
自
説
を

放
棄
し
て
ペ
リ
オ
の
説
を
受
け
入
れ
た
よ
う
だ
が
②

、
わ
が
国
の
藤
枝
晃
氏
や
土
肥
義
和
氏
、
中
国
の
方
広
錩
氏
ら
は

ス
タ
イ
ン
の
説
を
支
持
し
て
い
る
。
な
か
で
も
方
広
錩
氏
は
、
敦
煌
文
書
の
統
計
的
な
調
査
を
通
じ
て
、
こ
の
説
に
有

力
な
根
拠
を
提
示
し
て
い
る
。
氏
の
近
年
の
報
告
に
よ
る
と
、
①
敦
煌
文
書
か
ら
発
見
さ
れ
た
仏
教
経
典
は
わ
ず
か
四

百
種
弱
に
過
ぎ
ず
、
当
時
の
標
準
的
な
大
蔵
経
（
唐
の
智
昇
『
開
元
釈
教
録
』「
現
蔵
入
蔵
目
録
」
所
収
一
〇
七
六
種
）

の
半
数
に
も
満
た
な
い
。
②
敦
煌
文
書
は
ほ
と
ん
ど
が
使
い
古
し
の
残
巻
で
あ
り
、
天
竿
（
巻
子
本
の
巻
首
を
保
護
す

る
た
め
に
つ
け
ら
れ
た
細
い
竹
や
木
）
と
尾
軸
（
巻
子
本
の
軸
）
が
揃
っ
た
も
の
は
、
中
国
国
家
図
書
館
蔵
の
一
六
五

七
八
部
の
中
で
は
わ
ず
か
八
部
、
大
英
図
書
館
蔵
の
約
一
四
〇
〇
〇
部
の
中
で
も
三
〇
部
に
過
ぎ
な
い
、
③
敦
煌
文
書

は
同
じ
経
典
の
重
複
が
多
く
、
主
要
な
八
種
の
仏
教
経
典
の
合
計
が
、
中
国
国
家
図
書
館
所
蔵
の
も
の
で
は
全
体
の
六

                                        

          

 

①
『
全
唐
文
』
巻
七
百
八
十
九
、
劉
蛻
「
梓
州
兜
率
寺
文
塚
銘
」 

②
ス
タ
イ
ン
は
一
九
三
三
年
に
出
版
し
た 

O
n

 A
n

cie
n

t C
e
n

tra
l-A

sia
n

 T
ra

ck
s

の
中
で
「
ペ
リ
オ
教
授
が
収
集
し
た
資
料
の
調
査
か

ら
、
こ
の
大
宝
庫
の
閉
鎖
は
、
一
一
世
紀
の
初
頭
に
行
わ
れ
た
も
の
と
い
う
結
論
が
出
さ
れ
た
。
お
そ
ら
く
、
こ
の
辺
境
地
域
が
タ
ン
グ
ー

ト
族
に
征
服
さ
れ
て
、
こ
の
聖
跡
の
宗
教
的
諸
設
備
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
期
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。」（
沢
崎
順
之
助
訳

『
中
央
ア
ジ
ア
踏
査
記
』
白
水
社
、
一
九
六
六
年
）
と
述
べ
て
い
る
。 
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六
・
三
％
、
氏
が
デ
ー
タ
化
し
た
世
界
各
地
に
散
在
す
る
敦
煌
文
書
約
六
五
〇
〇
〇
部
の
中
で
も
四
四
・
二
％
を
占
め

て
い
る
と
い
う
。
さ
ら
に
氏
は
、
中
国
国
家
図
書
館
蔵
の
敦
煌
文
書
の
中
か
ら
「
こ
の
紙
は
故
経
処
に
安
置
さ
れ
た
し
」

と
書
か
れ
た
廃
紙
（
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
北
敦
〇
七
七
一
一
号
）
を
発
見
し
て
い
る
。
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
「
故
経

処
」
と
は
敦
煌
の
寺
院
の
中
に
あ
っ
た
廃
紙
の
保
管
場
所
を
指
す
と
い
う
。
① 

 
 

鈴
木
靖
「
敦
煌
写
本
『
啓
顔
録
』
に
つ
い
て
―
―
狂
言
「
附
子
」
の
淵
源
を
明
ら
か
に
し
た
唐
代
の
古
写
本
」 

（
能
楽
研
究
第
四
〇
号
、
二
〇
一
六
年
三
月
）  

                                        

          

 

①
方
広
錩
の
近
年
の
研
究
成
果
は
、
一
九
九
〇
年
に
敦
煌
学
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
発
表
し
た
論
文
「
敦
煌
蔵
経
洞
封
閉
原
因
之
我
見
」

に
附
注
と
し
て
加
え
た
も
の
が
『
方
広
錩
敦
煌
遺
書
散
論
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。 


